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基本作業－441　水切り、ドレンきり作業の一般的注意事項
水切り、ドレン切り作業は、危険物をプロセスの系外へ放すことにより、危険物、可燃ガスと空気との接触をもたせることになり、着火源さえあればいつでも火災、爆発の発生する状況をつくりえる作業であることをしっかりと認識する。


　水切り、ドレン切り作業の危険予知

（１）　内圧、内容物の特性（液化ガス、熱油、ケミカル等々）について、知っているか。

（２）　パージ先は、オープン（大気か）、クローズド（ブローダウン系）か。

（３）　パージ先の状況確認と関係先への連絡は

　　　　オープン系では、火気はないか？クローズド系では、逆流は？
（４）　水切り、パージの終点の確認方法はあるか。

（５）　時間はかかるのか。（他の作業との重複はさける）

（６）　異常時（バルブの破損や開閉不能等）の対応手段はあるか。

（７）　拡散、洗滌等の手段と道具はあるか。

【事　例】　ドレン切り作業中、撥ね上った配管が当り歯が折れた。
　　現場点検時1SC　E－308Cのドレン切りを行っていた。ドレンの量が多いので、早く終らせようとバルブ開度を大きめに開けた。終りに近づいた時、終点を見ようとしファンネルをのぞき込んだ所突然ドレンからガス（圧力9㎏／㎠G）に変り、配管（3／4″）が撥ね上って前歯に当り、歯の一部がかけてしまった。
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